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(1) 

△OBCについて考える。 22 cbBC  であるから 

△OBC、△ POC、△ PBOの相似性より 
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 22 :: cbPCBP   

同様に、 2222 ::,:: baRBARacQACQ  である。 

 

△ ABCの面積を S とすると、△ AQR、△ BRP、△CPQの面積は、それぞれ 
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求める体積比は、△ PQRの△ ABCに対する面積比に等しいから 
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  ……(答) 

 

(2) 

相加平均・相乗平均の関係より、 caacbccbabba 2,2,2 222222 ≧≧≧  であるから、辺々かけると 
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したがって、四面体OPQRの体積は、四面体OABCの体積の
4

1
以下である。(証明終) 

等号成立は、 cba  のとき。 
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